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２年間で得られた成果

1. インクルーシブな関係を築いていくプロセス

2. 集団に参加しづらい児童への配慮と機器の活用

3. WizeFloorの活用による子ども同士のふれあい



インクルーシブな関係を築いていくプロセス

授業を通して
関係を築いて

いく

学び方を選ぶ
自分のペース
でできる









集団に参加しづらい児童への配慮と機器の活用





安心した場所で不安を軽減し、学習する





自分が苦手なところは、
（ぼくが動かす）エージェントに!



WizeFloorの活用による子ども同士のふれあい



WizeFloorの活用による子ども同士のふれあい

一対一の
関係づくり

ありのままの
自分を肯定
される

集団に
入れない



WizeFloorの活用による子ども同士のふれあい

明確なルー
ルがある場

自分のニーズ
を伝える

集団場面
に課題

相手のニーズ
を理解する



One more thing...







教師の役割の変化

Face to Face Side by Side


